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研究成果の概要（和文）：本研究は、言語音が特定のイメージと結びつくという「音象徴」の現象について、英
語の音素が人に与える印象と、その印象に文化的普遍性と文化的特性があるかを検証するものであった。英・
中・日本語母語話者322名を対象とした調査の結果、前舌母音の方が後舌母音よりも[＋評価性][－力量性][＋活
動性]のイメージを喚起するという点において3母語話者群に共通する音象徴の傾向が見られた。また、音象徴の
表れ方の度合いが母語話者群間で異なることも示唆された。

研究成果の概要（英文）：Sound symbolism is a notion that the speech sounds carry certain images on 
their own. This study was to investigate whether some English phonemes are associated with certain 
impressions, and whether the impressions are universal or language specific. Research conducted with
 322 respondents (native English, Chinese, or Japanese speakers) showed a common tendency among the 
three language groups, in that the front vowels are more likely to be related with  [+ evaluation], 
[- potency], and [+ activity] images than back vowels. It was also indicated that the extent that 
the sound symbolism is felt varies among the native language groups.

研究分野：英語音声学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 「プヨプヨ」と「ブヨブヨ」では前者の方が
良い印象を与えるというように、言葉の印象
はその意味的内容だけでなく、音のイメージ
の影響も受ける。オノマトペ関連の研究 (金
田一, 2009; 田守・スコウラップ, 1999)、音象
徴についての研究  (Hinton, Nichols & Ohala 

(Eds.), 1994)、共感覚に焦点を当てたもの 

(Harrison, 2001; 吉村 (編), 2004)、認知言語学
的アプローチ (山梨, 2012, pp. 101–131)、脳科
学的な視点からの言及 (Ramachandran, 2003, 

下図参照)など幅広い学問領域で、音が喚起す
る何らかのイメージがあることが示されてい
る。 

 

日本語の語感に関する一般書では、感性リサ
ーチネーミングラボ (2012)、木通 (2004a)、黒
川 (2004, 2007, 2009)が人名や商品名、流行語
に含まれる音を分析し言語音のイメージを描
写しており、木通 (2004b)では日本語の音韻の
イメージを網羅的に分析している。 

このように、日本語オノマトペのイメージ
については研究が進んでいるが、本研究では
英語音素のイメージに着目し、すでに確立さ
れている色彩のイメージ研究手法を応用する
ことで、英語の音が人に与える印象と、その
印象に文化的普遍性と文化的特性があるかを
検証した。 

 本研究の報告者は研究開始当初までに、以
下の 2 つの研究プロジェクトによって英語の
音とイメージの関係について明らかにしてき
た。(1) 異なった言語背景を持つ調査協力者を
対象に 600 人規模の web 調査を行い、音素レ
ベルの発音の誤りが直接的に誤解を生むわけ
ではないが (中西, 2012a; 2012c)、発音のしか
たによって話者の対人魅力が左右され、しか
も、対人魅力の感じ方は聞き手の言語背景に
よって異なる (中西, 2012b; 2012c)という傾向
を明らかにした。(2) 中西・中川 (2012)では、
100 曲のジャズ・スタンダード歌詞に含まれ
る英語音素の比率を算出し、歌詞に出現する
音素の比率と、楽曲が持つイメージとの間に
関係があることを明らかにした。また、調音
法や調音点を基準に 10 グループに分類した
音素群ごとに異なったイメージが喚起される
ことも示唆された (中西, 2013a)。このような
経緯から、言葉のイメージはその意味的内容
だけでなく、その音声的要素の影響も受ける
という着想に至った。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、複数の母語話者グループを対象
に web 調査を実施し、異なった文化的背景を
持つ調査協力者が特定の英語音に対してどの
ようなイメージを持つかを探ることにより、 

(1) 特定の言語音が文化を超えた普遍的イメ
ージを持つか、 

(2) 特定の言語音にともなうイメージに文化
的背景が影響を及ぼすか、 

の 2 点を明らかにしようとするものであった。 

 グローバル化が進み英語が国際語として使
用される現在、英語のどのような音声的情報
が、どのような聞き手に、どのような心理的
効果をもたらすかを解明することで、より効
果的なコミュニケーション活動が行われるこ
とが期待される。本研究から得られた知見は、
商品の命名、楽曲の歌詞、スピーチ草案など
の分野に応用可能である。 

 

３．研究の方法 

 大山・田中・芳賀 (1963)による先行研究で
は SD 法を用いて色彩が人に及ぼす心理的効
果の普遍性、文化的特性を解明しており、こ
の分野の研究成果はカラーコーディネートや
カラーセラピーなどに役立てられている。本
研究では研究対象を色彩(視覚情報)から言語
音(聴覚情報)に置き換え、先行研究の手法を応
用し調査を実施することにより、言語音が人
に与える心理的効果を探った。 

 22 種類の音声刺激にともなうイメージと
18 対の形容詞との結びつきを調べるため web

アンケート調査を英語版・中国語版・日本語
版の 3 種類作成した（下図は英語版の例）。 

 

単語そのものの意味的イメージが調査結果に
影響を及ぼすことを避けるため、音声刺激に
は無意味語 (意味のある単語として存在しな
い語)を用いた。標準的な英語の音素を網羅し
た無意味語リストから、調査実施地域での主
要言語において意味を持つものを除外するた
めの予備調査を経て、本調査では母音 6 種類、
子音 7 種類の組み合わせで構成される 22 種
類の音声刺激を用いた。さらに、発話者の声
の特徴による影響を取り除くため、音声刺激
は音声合成ソフトを用いて男性音、女性音の
2 種類作成し、web アンケート実施時にはラン
ダムに再生されるしくみを構築した。18 対の
形容詞の抽出には Osgood(1964)による SD 法

英語話者であるか否かに関わらず、95-96%の
人は左が「ブーバ」で右が「キキ」だと答える。
ラマチャンドラン(山下訳, 2011:107)より抜粋



を参考にし、6 対ずつが「評価性 (Evaluation) 

イメージ」「力量性 (Potency) イメージ」「活動
性 (Activity) イメージ」という尺度の構成概
念となるようにした。 

 

４．研究成果 

 英語母語話者 135名・中国語母語話者 91名・
日本語母語話者 96 名からの回答を分析した
結果の一例を下図に示す。これは、母音を前
舌母音 /iː, ɪ, ɪɚ/ と後舌母音 /uː, ʋ, ʊɚ/ という
グループに分け、「評価性・力量性・活動性」
のイメージ得点を 3 母語話者群ごとに算出し
グラフ化たものである。 

 

 

中西（2017:163）より抜粋. 

 

前舌母音は後舌母音よりも「良い・快適な・嬉
しい・美しい・なめらかな・甘い」という正の
評価性イメージ、「弱い・短い・小さい・軽い・
薄い・浅い」という負の力量性イメージおよ
び「速い・若い・たくましい・積極的な・騒が
しい・鋭い」という正の活動性イメージをも
つという点で 3 母語話者群間で一致が見られ
た。これらの傾向は音象徴関連の先行研究に
おいても部分的に実証されてきたものである
が、本研究では 18 の形容詞からなる 3 尺度を
用い、音素のイメージを包括的に捉えたとい
う点が重要である。 

 一方、ある母語話者群内において特定の音
素ペアのイメージに統計的有意差が示された
ときに、別の母語話者群内でも必ずしも同様
の有意差が表れるわけではないことも明らか
となった。しかし同時に、同一の音素ペアの
イメージの差異が母語話者群間で逆向きの有
意傾向を示すというケースは皆無であった。
つまり、母語によって音象徴の表れ方の度合
いが異なることが、音象徴の言語個別性につ
ながることが示唆された。 

 本研究によって、どのような音の組み合わ
せが人の購買意欲を促したり、人を癒したり、
納得させたりする効果を持つのかなどが解明
されれば、幅広い社会的利用への発展が期待
される。 

 研究開始当初は初年度を調査実施のための
準備期間と見なしていたが、予備調査や調査
協力者への依頼を予想よりもスムーズに行う
ことができたため、3 年間と見積もっていた
研究期間に時間的余裕が生じた。そこで、当
初予定していた無意味語を対象とした調査に
加えて、実在する英語のフレーズや文章を対
象とした調査の準備を開始した。楽曲の歌詞
や絵本本文、著名人のスピーチ原稿などに含
まれる音素数を算出し、その比率の差異に音
象徴の傾向が見られるかを探るため、英文中

の音素を自動的に算出する「音素カウンター」
というシステムを構築した。下図は 2016 年ヒ
ラリー・クリントンによる民主党大統領候補
勝利演説を分析した画面の抜粋である。 

 

中西（2016）より抜粋. 

 

現在、このシステムを利用し、さまざまな英
文テキストの分析を進めている。さらに、得
られた知見を教育現場で応用するため、英語
発音指導の実践方法や学習者の意識調査、授
業運営などに関する研究に取り組んでいる。 
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